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園芸科学科野菜専攻生が「SDGｓQuest みらい甲子園～東海エ
リア大会～」に参加しました。SDGｓ（持続可能な開発目標）とは、
2030年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標です。こ
のみらい甲子園は、さまざまな社会問題の解決に向けたアイデアを
発表するコンテストで、東海3県から114のエントリーがあり、そこか
ら選ばれた12チームが今回の東海エリア大会に参加しました。

エントリー数

114

1次審査を
通過した

12
チームが参加

私たちが提案したテーマは「有機
キュウリでつなぐ未来～100年先の
世代まで～」です。本校ではキュウ
リの有機栽培に長年取り組んでいま
す。これからは本校だけが有機栽培
に取り組むのではなく、もっと地域
へ発信していくことで、みんなで有
機栽培に取り組み、持続可能な農業
生産の実現ができるのではないかと
考えました。

私たちの取り組みで
達成を目指すゴール



私たちはさまざまな体験活動を企画し、そのイベントを通して生産者、
消費者の意識改革をしていきたいと考えています。

～東海エリア大会の様子～

今回はzoomによるオンライン開催でした。
12チームがそれぞれのテーマを発表し、その後表彰、
一般視聴者も含めた交流会などが行われました。
賞は、「SDGｓアクション大賞」「アイデア賞」
「矢作建設工業賞」の３つがあり12チームの中から
3チームが選ばれました。

結果は。。。
見事「矢作建設工業賞」を受賞
することができました！
今回の受賞を糧に、持続可能な
農業生産の実現に向けて頑張っ
ていきます！

受賞したプレゼン動画は、みらい甲子園の
HPに公開される予定です。他のチームの
発表も視聴できるので興味のある方はぜひ
ご覧ください。持続可能な社会の実現に
向けて活動は続きます！


